
被 地
¬

下
鉄
サ
リ
ン
」
に

害
者
支
援
学
ぶ

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
負
傷
者
ら
で
つ
く
る

「
負
傷

者
と
家
族
等
の
会
」
が
今
月
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者

の
支
援
に
取
り
組
む

「
リ
カ
バ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト

。
セ
ン
タ

ー
」

（
Ｒ

ｏ
Ｓ

ｅ
Ｃ
）
口
を
招
い
て
開
い
た
会
合
で
、
事
故

被
害
者
の
支
援
活
動
を
巡
る
様
々
な
問
題
点
が
示
さ
れ
た
。

明
確
に
な

っ
た
課
題
を
胸
に
家
族
等
の
会
は
、
新
た
な

一
歩

を
踏
み
出
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妻
鹿
国
和
）

検
診
を
続
け
た
こ
と
で
、
６
４

０
人
の
負
傷
者
を
受
け
入
れ
た

聖
路
加
国
際
病
院

（東
京
都
中

央
区
）
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
同
病
院
か
ら
は
患
者

の
了
解
の
も
と
、
全
患
者
の
カ

ル
テ
が
提
供
さ
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、家
族
等
の
会
で
は
、

会
合
に
参
加
す
る
な
ど
し
た
約

１
３
０
人
分
し
か
な
く
、
病
院

か
ら
の
情
報
提
供
は
皆
無
だ
。

「地
道
な
活
動

で
実
績
を
残
し
続

け
れ
ば
、
関
係
機

関
の
信
頼
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
」

Ｒ
ｏ
Ｓ
ｏ
Ｃ
理

事
の
下
村
健
一
さ
ん

（５０
）
は

語
る
。

■

記
録
の
保
存

意
見
交
換
会
で
Ｒ
ｏ
Ｓ
ｏ
Ｃ

の
山
城
洋
子
相
談
員
（６２
）は

「定
期
検
診
は
重
要
。
受
診
は

被
害
の
記
録
を
残
す
意
味
も
あ

る
」
と
強
調
し
て
い
た
。

定
期
検
診
は
病
状
を
知
る
だ

け
で
な
く
、
補
償
交
渉
の
際
の

重
要
な
要
素
に
な
る
と
い
う
。

オ
ウ
ム
被
害
者
へ
国
が
給
付
金

を
支
払
う

「オ
ウ
ム
真
理
教
被

害
者
救
済
法
」
で
は
、
被
害
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
問
診
票
や
カ

ル
テ
な
ど
が
受
給
へ
の

〃通
行

手
形
〃
に
な
っ
た
。

医
師
法
で
義
務
付
け
ら
れ
た

カ
ル
テ
の
保
存
期
間
は
５
年

間
。

「破
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に

病
院
に
働
き
か
け
る
努
力
を
」。

山
城
さ
ん
は
呼
び
掛
け
て
い

た
。

■

長

期

戦

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
被
害

者
の
中
に
は
、
今
も
地
下
鉄
に

病
院
と
の
信
頼
関
係

重
要

■
個
人
情
報

支
援
は
被
害
者
の
氏
名
、
連

絡
先
、
病
状
な
ど
の
個
人
情
報

を
得
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
‐「

日
に
川
西
市
で
開
か
れ
た
会
合

で
は
、
Ｒ

ｏ
Ｓ

ｏ
Ｃ
が
４
４
０

０
人
分
の
名
簿
を
管
理
し

て
い

る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

Ｒ

ｏ
Ｓ

ｏ
Ｃ
は
、
事
件
直
後
か

ら
メ
ン
バ
ー
の
医
師
ら
が
無
償

R・ Secの 活 動 状 況 を 説 明 す る 下 村 さ ん
(中 央 )と 山 城 さ ん (左 )(川 西 市 で )

口

訳
∝
ぽ
調

な
劉
ぃ
職
り
制
″
“
誹
確
財
離
酷

係
者
ら
が
中
心
と
な
り
、
２
０
０
２
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
。
医
師
や
弁
護
士
、
大
学
教
授
ら
が
、
無

償
検
診
や
専
門
医
の
紹
介
、
被
害
実
態
の
継
続
調

査
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
脱
線
事
故
に
は
同
様
の
組
織
は
な
く
、「家
族

等
の
会
」で
は
、手
探
り
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

乗
れ
な
い
被
害
者
が
い
る
。
脱

線
事
故
の
ケ
ー
ス
で
も

「
電
車

が
揺
れ
る
と
足
が
す
く
む
」
と

恐
怖
を
訴
え
る
人
が
い
る
。
後

遺
症
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
日

常
生
活
を
送
る
被
害
者
は
少
な

く
な
い
。

山
城
さ
ん
は

「
被
害
者
の
受

け
皿
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
支

援
者
側
の
世
代
交
代
も
必
要
」

と
し
、
下
村
さ
ん
も

「
継
続
的

な
支
援
に
は
、
行
政
が
支
援
団

体
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

〃
支

援
者
の
支
援
〃
が
求
め
ら
れ
る
」

と
訴
え
て
い
た
。

脱
線
事
故
で
次
女
が
重
傷
を

負

っ
た
家
族
等
の
会
の
三
井

ハ

ル
コ
さ
ん
（
５４
）
は
会
合
の
後
、

「
指
摘
を
受
け
た
課
題
を
胸
に

前
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

世
界
被
害
者
学
会
理
事
を
務

め
る
諸
沢
英
道

。
常
磐
大
教
授

（
被
害
者
学
）
の
話

「
負
傷
者

は
心
身
の
傷
を
背
負
い
な
が
ら

人
生
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
国

や
企
業
の
補
償
が
あ
れ
ば
終
わ

る
も
の
で
は
な
い
。
両
組
織
が

声
を
上
げ
る
こ
と

で
、
社
会
全

体

で
負
傷
者
を
支
援
す

べ
き
だ

と
い
う
流
れ
を
生
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」

◇
…
‐９
日
…
◇

西
宮
▽
外
科
　
○
つ
ゆ
ぐ
ち

（羽
衣

町
、
２３

ｏ
‐
‐
０
０
）
○
熊
野

（
下
大

市
西
町
、
５２

・
３
２
２
１
）
三
好

（
甲

子
園
口
北
町
、
６７

・
３
５
０
５
）
高
田

上
谷

（山
口
町
上
山
口
、
０
７
８

・
９

０
３

ｏ
３
３
３
３
）▽
内
科
　
○
平
（甲

陽
園
本
庄
町
、
７２

ｏ
８
２
２
５
）
▽
産

婦
人
科
　
○
中
川

（
柳
本
町
、
７２

・
‐

１
５
３
）
サ
ン
タ
ク
ル
ス

（相
生
町
、

７５

・
‐
‐
８
８
）

（○
印
は
午
前
８
時

～
午
後
６
時
、
無
印
は
午
後
６
時
～
翌

朝
８
時
）
▽
内

・
小
児
科
　
市
応
急
診

療
所

（池
田
町
、
３２

ｏ
０
０
２
１
）
（
午

前
９
時
～
午
後
１
時
４５
分
、
午
後
５
時

～
＝
時
１５
分
）
▽
歯
科
　
歯
科
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

（
甲
子
園
洲
鳥
町
、
４‐

．

２
０
３
１
）
（午
前
９
時
半
～
＝
時
半
、

午
後
１
時
～
２
時
半
）

声
屋
▽
内

・
小
児
科
　
市
立
休
日
応

急
診
療
所

（公
光
町
、
２‐

。
２
７
８
２
）

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
▽
歯
科

市
歯
科
セ
ン
タ
ー

（
呉
川
町
、
３‐

。
０

６
５
８
）

（午
前
９
時
～
――
時
半
）

き
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Ｘ
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【三段目】
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泉
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温新
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５

１

１

５

４
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８

４

４
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西
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